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このドキュメントは、Remote Method Invocation (RMI)とInternet Inter-ORB Protocol (IIOP)の機能を使用してe- コマース・アプリケーションを構築するアプリケーション開発者を対象としています。
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このドキュメントでは次の表記規則を使用します。
規則 | 意味 |
---|---|
太字 | 太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。 |
斜体 | イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダー変数を示します。 |
固定幅フォント | 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。 |
この章では、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server RMIのプログラミング』の内容と構成について説明します。
このドキュメントは、Remote Method Invocation (RMI)とInternet Inter-ORB Protocol (IIOP)の機能を使用してe- コマース・アプリケーションを構築するアプリケーション開発者を対象としています。Web技術、オブジェクト指向プログラミング技術、およびJavaプログラミング言語について読者が精通していることを前提としています。このドキュメントでは、WebLogic Serverが提供する付加価値の高い機能を紹介し、RMIを用いたアプリケーションを開発する際のWebLogic Server機能の使い方について主要な情報を示します。
このマニュアルでは、JavaSoft Remote Method Invocation (RMI)仕様に基づいたOracle WebLogic Server RMI実装について説明します。Oracleの実装をWebLogic RMIと呼びます。
WebLogic RMIに関連するトピックの詳細は、以下のドキュメントを参照してください。
http://download.oracle.com/javase/6/docs/technotes/guides/rmi/
のJava RemoteMethod Invocation (RMI)では、Remote Method Invocation (RMI)に関する基本的なチュートリアルが紹介されています。 http://java.sun.com/j2ee/corba/
では、CORBAとJavaプラットフォームの概要が説明されています。 http://download.oracle.com/javase/6/docs/technotes/guides/idl/index.html
には、標準IDL (Object Management Group Interface Definition Language)とIIOPの使い方に関する情報が掲載されています。 http://www.omg.org
Object Management Groupのホームページです。 http://www.omg.org/technology/documents/index.htm
を参照してください。 このドキュメントの他にも、様々なサンプル・コードやチュートリアルが開発者向けに用意されています。それらのサンプルとチュートリアルはWebLogic Serverの動作を例示し、主要な開発タスクを実行する実際的な手順を示します。
独自のアプリケーションを開発する前に、まずRMIサンプルの一部またはすべてを実行することをお薦めします。
MedRecはWebLogic Serverに付属したエンドツーエンドのサンプルJava Platform, Enterprise Edition (Java EE)アプリケーションであり、一元的で独立した医療記録管理システムをシミュレートします。MedRecアプリケーションには、患者、医師、および管理者に対して、様々なクライアントを使用して患者のデータを管理するフレームワークが用意されています。
MedRecはWebLogic ServerとJava EEの機能を例示し、Oracle推奨のベスト・プラクティスを重要点として示します。MedRecはWebLogic Server配布キットに含まれており、Windowsマシンの「スタート」メニューからアクセスできます。Linuxなどのプラットフォームでは、WL_HOME\samples\domains\medrec
ディレクトリからMedRecを起動できます。WL_HOME
は、WebLogic Platformの最上位のインストール・ディレクトリです。
MedRecには、Webアプリケーション、Webサービス、ワークフロー・アプリケーション、および将来のクライアント・アプリケーションからのリクエストを連携して処理する複数のエンタープライズJava Bean (EJB)で主に構成されるサービス層があります。このアプリケーションには、メッセージドリブンEJB、ステートレス・セッションEJB、ステートフル・セッションEJB、およびエンティティEJBが含まれます。
このリリースで導入されたWebLogic Serverの新機能の一覧については、『Oracle WebLogic Serverの新機能』を参照してください。
この章では、WebLogic RMIの機能について説明します。
RMI (Remote Method Invocation)は、Javaでの分散オブジェクト・コンピューティングの標準規格です。RMIを使用すると、アプリケーション側では、ネットワーク内の別の場所に存在するオブジェクトへの参照を取得した後、そのオブジェクトのメソッドを、そのオブジェクトがあたかもクライアントの仮想マシンにローカルに存在するかのように呼び出すことができます。RMIは、分散Javaアプリケーションが複数のJava仮想マシン上でどのように動作するかを規定するものです。
このドキュメントはWebLogic RMIの使い方について説明したものですが、リモート・オブジェクトや分散アプリケーションの記述方法についての初心者向けチュートリアルではありません。RMIについては、http://download.oracle.com/javase/1.5.0/docs/guide/rmi/
を参照し、RMI Tutorialを確認します。
次の表に、RMIのWebLogic実装の重要な機能を示します。
表2-1 Weblogic RMIの機能
機能 | WebLogic RMI |
---|---|
全体的なパフォーマンス | WebLogic Serverフレームワークとの統合により、WebLogic RMIのパフォーマンスが向上します。WebLogic Serverは、通信の基底のサポート、スケーラビリティ、スレッドとソケットの管理、効率的なガベージ・コレクション、およびサーバー関連サポートを提供します。 |
標準への準拠 | Java Platform Standard Edition 6.0 API仕様に準拠しています。 |
| WebLogic ServerはRMIオブジェクトのフェイルオーバーとロード・バランシングをサポートします。 |
| スタブとスケルトンは実行時にWebLogic RMIによって動的に生成されます。このため、クラスタ化可能クライアントやIIOP (Internet Inter-ORB Protocol)クライアント以外では、明示的に |
| リモート・オブジェクトのクライアントが使用するクラス。RMIの場合はスケルトン・クラスとスタブ・クラスが使用されます。スタブ・クラスは、クライアントのJava仮想マシン(JVM)で呼び出されるインスタンス。スケルトン・クラスはリモートJVMに存在し、リモートJVM上で呼び出されたメソッドと引数のマーシャリングを解除し、リモート・オブジェクトのインスタンスのメソッドを呼び出した後、結果をマーシャリングしてクライアントに返します。 |
| セキュリティ・マネージャは不要。WebLogic Serverは認証、認可、およびJava EEのセキュリティ・サービスを実装しています。 |
| WebLogic Serverでは、Java Platform, Enterprise Edition (Java EE)プログラミング・モデルのトランザクションがサポートされています。 |
Internet Protocol version 6 (IPv6)のサポート | 128ビット・アドレッシング空間のサポート。 |
この章では、WebLogic Serverで使用するためのRMIのプログラミングに必要なWebLogic RMIの機能とガイドラインについて説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
WebLogic RMIはクライアントとサーバーのフレームワークに分けられています。実行時のクライアントはサーバーのソケットを持たないため、接続をリスニングしていません。クライアントはサーバーを介して接続を取得します。サーバーだけがクライアントのソケットを認識します。このため、クライアントにあるリモート・オブジェクトをホストする場合、クライアントはWebLogic Serverに接続していなければなりません。WebLogic Serverはクライアントへのリクエストを処理して、クライアントへ情報を渡します。つまり、クライアント側のRMIオブジェクトには、クラスタ内であっても単一のWebLogic Serverを介してのみアクセスできます。クライアント側のRMIオブジェクトがJNDIネーミング・サービスにバインドされている場合、そのオブジェクトへのアクセスは、そのバインドを実行したサーバーにアクセスできる場合に限り可能です。
WebLogic Serverは認証、認可、およびJava EEのセキュリティ・サービスを実装しています。詳細については、WebLogicセキュリティのプログラミングを参照してください。
WebLogic Serverでは、Java Platform, Enterprise Edition (Java EE)プログラミング・モデルのトランザクションがサポートされています。WebLogic RMIアプリケーションでのトランザクションの使用の詳細は、以下を参照してください。
以下の節では、WebLogic ServerでサポートされるRMIオブジェクトのフェイルオーバーとロード・バランシングについて説明します。
クラスタリングされたRMIアプリケーションのフェイルオーバーは、オブジェクトのレプリカ対応スタブを使用して行われます。クライアントがレプリカ対応スタブを通じて障害が発生したサービスに対して呼出しを行うと、スタブはその障害を検出し、別のレプリカに対してその呼出しを再試行します。
クライアントでJava EEサービスを利用できるようにするために、WebLogicは、特定のサービスのRMIスタブを、特定の名前でJNDIツリーにバインドします。RMIオブジェクトの他のインスタンスがクラスタ内の他のサーバーにデプロイされると、RMIスタブはその場所で更新されます。クラスタ内のサーバーに障害が発生すると、他のサーバーのJNDIツリー内のRMIスタブが更新されてサーバーの障害を反映します。
特定のRMIオブジェクトのレプリカ対応スタブを生成するには、WebLogic RMIコンパイラの-clusterable
オプションを指定します(表4-1「WebLogic RMIコンパイラのオプション」を参照)。例:
詳細は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの使用』のEJBとRMIのレプリケーションとフェイルオーバーに関する項を参照してください。
RMIオブジェクトのロード・バランシング・アルゴリズムは、クラスタリングされたオブジェクトで取得されるレプリカ対応スタブに保持されます。特定のRMIオブジェクトに対してロード・バランシング・アルゴリズムを、WebLogic RMIコンパイラの-loadAlgorithm <algorithm>
オプションを使用して指定します。オブジェクトに構成したロード・バランシング・アルゴリズムは、クラスタのデフォルトのロード・バランシング・アルゴリズムをオーバーライドします。WebLogic Server RMIコンパイラでは、以下のロード・バランシング・アルゴリズムをサポートしています。
たとえば、RMIオブジェクトのロード・バランシングをラウンドロビンに設定するには、次のrmic
オプションを使用します。
RMIオブジェクトのロード・バランシングを重みベースのサーバー・アフィニティに設定するには、次のrmic
オプションを使用します。
詳細は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの使用』のEJBとRMIオブジェクトのロード・バランシングに関する項を参照してください。
パラメータ・ベースのルーティングでは、ロード・バランシング動作をより詳細なレベルで制御できます。クラスタリングされたオブジェクトを、weblogic.rmi.cluster.CallRouter
インタフェースを使用してCallRouterに割り当てることができます。これはパラメータにより各呼出しの前に呼び出されるクラスです。CallRouterはそのパラメータを自由に調べ、呼出しの送り先となるネーム・サーバーを返します。
weblogic.rmi.cluster.CallRouter. パラメータ・ベースのルーティングを可能にするには、このインタフェースを実装するクラスをRMIコンパイラ(rmic
)に与える必要があります。以下のオプションを使って(すべて1行に入力します)、サービス実装時にrmic
を実行します。
リモート・メソッドが呼び出されるたびに、クラスタリング可能なスタブからコール・ルーターを呼び出します。コール・ルーターは、その呼出しの宛先のサーバーの名前を返します。
クラスタ内の各サーバーは、WebLogic Serverコンソールで定義された名前で固有に識別されます。これらの名前は、メソッド・ルーターがサーバーを識別するための名前となります。
ExampleImpl
というクラスを例に説明します。このクラスは、メソッドfoo
でリモート・インタフェースExample
を実装します。
このCallRouter
を実装したExampleRouter
では、'arg' < "n"の場合にすべてのfoo呼出しがserver1 (server1に届かない場合はserver3)に送られ、'arg' >= "n"の場合にすべての呼出しがserver2 (server2に届かない場合はserver3)に送られます。
次のrmic
呼出しは、ExampleRouter
とExampleImpl
を関連付けて、パラメータ・ベースのルーティングを有効にします。
weblogic.rmic
を使って、レプリケートされないスタブをクラスタ内に生成することもできます。このようなスタブは、「固定」サービスと呼ばれています。これらのスタブは登録されたホストからのみ使用可能であり、透過的なフェイルオーバーやロード・バランシングは提供しません。固定サービスはレプリケートされたクラスタ全体のJNDIツリーにバインドされるので、クラスタ全体で使用可能になります。ただし、固定サービスをホストする各サーバーが故障しても、クライアントは別のサーバーにフェイルオーバーすることはできません。
特定のRMIオブジェクトのレプリケートされないスタブを生成するには、WebLogic RMIコンパイラの-clusterable
オプションは指定しません(表4-1「WebLogic RMIコンパイラのオプション」を参照)。例:
動的プロキシまたはプロキシは、リモート・オブジェクトのクライアントで使用されるクラスです。このクラスには、実行時にクラスが作成されたときに指定されるインタフェースのリストが実装されます。RMIでは、動的に生成されたバイトコードとプロキシ・クラスが使用されます。プロキシ・クラスは、クライアントのJava仮想マシン(JVM)で呼び出されるインスタンスです。プロキシ・クラスは、呼び出されたメソッド名とその引数をマーシャリングして、リモートのJVMに転送します。リモート呼出しが終了して戻された後に、プロキシ・クラスはクライアント上でその結果のマーシャリングを解除します。生成されたバイトコード(リモートJVMに存在)は、リモートJVM上で呼び出されたメソッドと引数のマーシャリングを解除し、リモート・オブジェクトのインスタンスのメソッドを呼び出した後、結果をマーシャリングしてクライアントに戻します。
WebLogic Serverでは、同期リモート呼出しのタイムアウトを指定できます。タイムアウトを指定すると、リモート呼出しを行ったRMIクライアントは、呼び出したリモート・メソッドがサーバー・インスタンスを通じてレスポンスを戻す前に、復帰することができます。この機能は、リモート・システムからレスポンスがない場合はクライアントがすばやく復帰するのが望ましいレガシー・アプリケーションで便利です。「RMIタイムアウトの使用に関するガイドライン」を参照してください。
同期RMIタイムアウトを実装するには、weblogic-ejb-jar.xml
にあるremote-client-timeout
デプロイメント記述子要素を使用します。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeansバージョン2.1のプログラミング』のweblogic-ejb-jar.xmlデプロイメント記述子のリファレンスに関する項を参照してください。
この章では、WebLogic RMIコンパイラの機能とオプションの使用方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
WebLogic RMIコンパイラ(weblogic.rmic
)は、リモート・オブジェクトを生成してコンパイルするためのコマンド・ライン・ユーティリティです。weblogic.rmic
は、クライアント側でアプリケーションのカスタム・リモート・オブジェクト・インタフェースに対して動的プロキシを生成し、サーバー側オブジェクトにホット・コード生成を提供します。
クラスタ化可能クライアントまたはIIOPクライアントの場合は、明示的にweblogic.rmic
を実行するだけです。WebLogic RMI over IIOPを使用すると、クライアントは、Internet Inter-ORB Protocol (IIOP)を介してRMIリモート・オブジェクトにアクセスできるため、RMIプログラミング・モデルが拡張されます。第7章「RMI over IIOPの使用」を参照してください。
以下の節では、このリリースのWebLogic RMIコンパイラの機能について説明します。
rmic
を実行すると、WebLogic Serverのホット・コード生成機能により、メモリー内にサーバー・クラス用のバイトコードが自動生成されます。バイトコードは、リモート・オブジェクトの必要に応じて、動的に生成されます。現在のバージョンのWebLogic Serverでは、weblogic.rmic
を実行しても、オブジェクトのスケルトン・クラスは生成されません。
ホット・コード生成では、クライアント上の動的プロキシからのリクエストを処理する、サーバー側のクラスのバイト・コードを作成します。動的に生成されたバイト・コードはクライアント・リクエストをデシリアライズし、実装クラスに対して実行します。次に結果をシリアライズしてクライアントのプロキシへ送り返します。クラスの実装は、Weblogic ServerのWeblogic RMIレジストリ内の名前に関連付けられます。
Weblogic RMIコンパイラでは、デフォルトの動作でリモート・インタフェース用のプロキシとそのプロキシを共有するリモート・クラス用のプロキシが作成されます。プロキシは、リモート・オブジェクトのクライアントが使用するクラスです。RMIでは、動的に生成されたバイトコードとプロキシ・クラスが使用されます。
たとえば、example.hello.HelloImpl
とcounter.example.CiaoImpl
は、単一のプロキシ・クラスとバイトコード、つまりリモート・オブジェクト(このケースではexample.hello.Hello
)によって実装されたリモート・インタフェースに適合するプロキシで表わされます。
リモート・オブジェクトが複数のインタフェースを実装する場合、プロキシの名前とパッケージは1組のインタフェースをエンコードすることによって決定されます。WebLogic RMIコンパイラの-nomanglednames
というオプションを使って、デフォルトの動作をオーバーライドできます。このオプションを使用すると、コンパイル時にリモート・クラスに固有のプロキシが作成されます。クラス固有のプロキシが検出された場合は、そのプロキシはインタフェース固有のプロキシに優先します。
さらに、WebLogic RMIのプロキシ・クラスでは、プロキシはfinalではありません。同じ場所に配置されたリモート・オブジェクトへの参照は、プロキシではなくオブジェクトそのものへの参照です。
動的プロキシ・クラスは、クライアントに渡されるシリアライズ可能クラスです。クライアントは、WebLogic RMIレジストリでクラスをルックアップすることによって、そのクラスのプロキシを取得します。クライアントは、あたかもローカルなクラスであるかのようにプロキシのメソッドを呼び出します。プロキシは、リクエストをシリアライズしてWebLogic Serverに送ります。
WebLogic RMIコンパイラには、他にも以下のような機能があります。
RemoteException
をスローする必要がありません。 RuntimeException
にマップできます。 WebLogic RMIコンパイラは、Javaコンパイラがサポートしているオプションをすべて受け入れます。たとえば、コマンド・ラインのコンパイラ・オプションに-d \classes examples.hello.HelloImpl
を追加できます。ほかにも、Javaコンパイラがサポートしているすべてのオプションを使用でき、これらのオプションは直接Javaコンパイラに渡されます。
次の表にjava
weblogic.rmic
オプションを示します。これらのオプションは、java weblogic.rmic
の後、リモート・クラス名の前に入力します。
表4-1 WebLogic RMIコンパイラのオプション
オプション | 説明 |
---|---|
-help | オプションの説明を表示します。 |
-version | バージョン情報を出力します。 |
-d <dir> | コンパイルの対象(最上位)ディレクトリを指定します。 |
-dispatchPolicy <queueName> | サービスがWebLogic Serverの実行スレッドを取得するために使用する、構成済の実行キューを指定します。詳細は、Oracle WebLogic Serverパフォーマンスおよびチューニングの実行キューによるスレッド使用の制御に関する項を参照してください。 |
-oneway | すべての呼出しが一方向呼出しであることを指定します。 |
-idl | リモート・インタフェース用のIDLを生成します。 |
-idlOverwrite | 既存のIDLファイルを上書きします。 |
-idlVerbose | IDL情報についての冗長な情報を表示します。 |
-idlDirectory <idlDirectory> | IDLファイルを作成するディレクトリを指定します(デフォルトは現在のディレクトリ)。 |
-idlFactories | 値タイプ用にファクトリ・メソッドを生成します。 |
-idlNoValueTypes | 値タイプ、およびそれを含むメソッドと属性が生成されないようにします。 |
-idlNoAbstractInterfaces | 抽象インタフェース、およびそれを含むメソッドと属性が生成されないようにします。 |
-idlStrict | OMG規格に従ってIDLを生成します。 |
-idlVisibroker | Visibroker 4.5 C++との互換性があるIDLを生成します。 |
-idlOrbix | Orbix 2000 2.0 C++との互換性があるIDLを生成します。 |
-iiopTie | Sunバージョンのrmicを使用してCORBAスケルトンを生成します。 |
-iiopSun | Sunバージョンのrmicを使用してCORBAスタブを生成します。 |
-nontransactional | RMI呼出しを行う前にトランザクションをサスペンドし、呼出しが完了した後に再開します。 |
-compiler <javac> | Javaコンパイラを指定します。指定されない場合、-compilerclassオプションが使用されます。 |
-compilerclass <com.sun.tools.javac.Main> | 呼び出すコンパイラ・クラス。 |
-clusterable | そのサービスをクラスタ化可能(WebLogicクラスタ内の複数のサーバーがホストできます)として指定します。各ホスティング・オブジェクト、またはレプリカは、共通名でネーミング・サービスにバインドされます。そのサービス・スタブがネーミング・サービスから取り出される場合、それはレプリカのリストを保持するレプリカ対応参照を含み、レプリカ間のロード・バランシングやフェイルオーバーを行います。 |
-loadAlgorithm <algorithm> | -clusterableと組み合せた場合だけ使用可能。ロード・バランシングおよびフェイルオーバーに使用する、サービス固有のアルゴリズムを指定します(デフォルトはweblogic.cluster.loadAlgorithm)。ラウンドロビン、ランダム、重みベースの中から1つ選択できます。 |
-callRouter <callRouterClass> | このクラスタ固有のオプションは、-clusterableと組み合せて使用され、ルーティング・メソッド呼出し用に使われるクラスを指定します。このクラスはweblogic.rmi.cluster.CallRouterを実装する必要があります。指定した場合、各メソッド呼出しの前にそのクラスのインスタンスが呼び出され、そのメソッド・パラメータに基づいてルーティングするサーバーを指定できます。サーバー名またはnullが返されます。nullは現在のロード・アルゴリズムが使用されることを示します。 |
-stickToFirstServer | このクラスタ固有のオプションは、-clusterableと組み合せて使用され、セッション維持型ロード・バランシングを有効にします。最初のリクエストをサービスするために選ばれたサーバーが、後続のすべてのリクエストにも使用されます。 |
-methodsAreIdempotent | このクラスタ固有のオプションは、-clusterableと組み合せて使用され、このクラスのメソッドが多重呼出し不変であることを示します。これにより、リモート・メソッドが呼び出される前に起きた障害かどうか確認できなくても、通信障害があれば、スタブはそのリカバリを試みることができるようになります。デフォルトでは(このオプションが使われなければ)、スタブは、リモート・メソッドが呼び出された前に起きたことが確認されている障害に関してだけ再試行します。 |
-iiop | サーバーからIIOPスタブを生成します。 |
-iiopDirectory | IIOPプロキシ・クラスが作成されるディレクトリを指定します。 |
-timeout | remote-client-timeoutと組み合せて使用されます。 |
-commentary | アノテーションを出力します。 |
-nomanglednames | コンパイル時にリモート・クラスに固有のプロキシが作成されます。 |
-g | デバッグ情報をクラスにコンパイルします。 |
-O | 最適化しながらコンパイルします。 |
-nowarn | 警告なしでコンパイルします。 |
-verbose | 冗長情報を出力してコンパイルします。 |
-verboseJavac | Javaコンパイラによる冗長情報の出力を有効にします。 |
-nowrite | .classファイルが生成されないようにします。 |
-deprecation | 非推奨となった呼出しについて警告します。 |
-classpath <path> | 使用するクラス・パスを指定します。 |
-J<option> | Java実行時にフラグを渡すために使用します。 |
-keepgenerated | WebLogic RMIコンパイラを実行するときに、生成したスタブ・クラスとスケルトン・クラスのソースを保持できます。 |
-disableHotCodeGen | コンパイル時にスタブおよびスケルトン・クラスが作成されます。 |
weblogic.rmic
を使って、レプリケートされないスタブをクラスタ内に生成することもできます。このようなスタブは、「固定」サービスと呼ばれています。これらのスタブは登録されたホストからのみ使用可能であり、透過的なフェイルオーバーやロード・バランシングは提供しません。固定サービスはレプリケートされたクラスタ全体のJNDIツリーにバインドされるので、クラスタ全体で使用可能になります。ただし、固定サービスをホストする各サーバーが故障しても、クライアントは別のサーバーにフェイルオーバーすることはできません。
デプロイメントの際には、appcとejbcによりRMIコンパイラを使用して各EJBコンテナ・クラスが実行され、スタブとスケルトンを動的に生成するのに必要なRMI記述子が作成されます。weblogic-ejb-jar.xml
ファイルを使用して、iiop-security-descriptor
要素を永続化できます。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server Enterprise JavaBeansバージョン2.1のプログラミング』のweblogic-ejb-jar.xmlの要素に関する項を参照してください。
この章では、WebLogic RMIでのT3プロトコルの使用方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
WebLogic ServerのRMI通信では、WebLogic Serverと他のJavaプログラム(クライアントおよび他のWebLogic Serverインスタンスを含む)との間のデータを、T3プロトコルを使用してトランスポートします。サーバー・インスタンスは、接続された個々のJava仮想マシン(JVM)を追跡して、JVMに対するすべてのトラフィックを実行できる単一のT3接続を作成します。Oracle WebLogic Server管理コンソール・ヘルプのT3プロトコルの構成に関する項を参照してください。
たとえば、JavaクライアントがWebLogic Server上のエンタープライズBeanおよびJDBC接続プールにアクセスすると、1つのネットワーク接続がWebLogic ServerのJVMとクライアントのJVMとの間に確立されます。T3プロトコルは1つの接続上のパケットを見えない形で多重化するため、EJBおよびJDBCのサービスでは、専用のネットワーク接続を単独で使用しているかのように記述することができます。
有効なT3接続を備える任意の2つのJavaプログラム(2つのサーバー・インスタンス、またはサーバー・インスタンスとJavaクライアントなど)では、定期的なポイントツーポイントの「ハートビート」を使って、継続的な可用性の通知と判断を行います。各エンド・ポイントは、定期的にピアへのハートビートを発行し、また同様に、ピアから継続的にハートビートが受信されていることに基づき、ピアがまだ使用可能であることを判断します。
WebLogic T3/T3sクライアント・プロキシを使用すると、発信クライアント・リクエストをプロキシWebLogic T3サーバーにルーティングできます。この場合、各クライアントはすべての発信リクエストをプロキシ・サーバーにルーティングします。次に、プロキシ・サーバーが、リクエストを処理するWebLogic Serverインスタンスにリクエストを転送します。クライアント側とサーバー側の両方で、T3接続をクライアントとして使用するすべてのアプリケーションにこの構成が影響します。たとえば、アプリケーションがT3接続を作成してWebLogic T3サーバーにアクセスする場合(WebLogic RMIを使用するリモート・オブジェクトでのメソッドの呼出しなど)、プロキシ構成が接続ロジックに適用されます。
クライアント・プロキシを有効にするには、以下のプロパティを設定します。
T3:
proxy hostname
>proxy port
>hostnames
> T3s:
proxy hostname
>proxy port
>hostnames
> 説明:
proxy hostname
はユーザーのプロキシ・サーバーのネットワーク・アドレス。 proxy port
はポート番号。明示的に設定しない場合、ポート番号の値は80に設定されます。 hostnames
は、WebLogic Serverがプロキシ構成から除外する1つ以上のホスト名を「|」で区切ったリスト。照合のためにワイルドカード文字「*」を使用できます。たとえば、「-Dhttp.nonProxyHosts="*.oracle.com|localhost"
」と指定します。 この章では、すべてのリモート・オブジェクトの基本的な構成要素であるjava.rmi.Remote
インタフェースについて説明します(ただし、このインタフェースにはメソッドは含まれません)。この「タグ付け」インタフェースを拡張し(リモート・クラスを識別するタグとして機能するように)、リモート・オブジェクトの構造を作成するメソッド・スタブを使って、使用するリモート・インタフェースを作成します。次に、リモート・クラスを使ってリモート・インタフェースを実装します。この実装はレジストリ内の名前にバインドされ、クライアントやサーバーはそこからオブジェクトをルックアップしてリモートで使用できます。
すでにRMIクラスを記述している場合は、リモート・インタフェースとそれを拡張するクラスでimport文を変えるだけでWebLogic RMIをインストールできます。クライアント・アプリケーションにリモート呼出しを追加するには、レジストリ内でオブジェクトを名前でルックアップします。Weblogic RMI例外はjava.rmi
例外と同じ機能を備えているので、既存のインタフェースと実装で例外の処理方法を変える必要がありません。
以下の節ではWebLogic Server RMIの実装方法について説明します。
独自のWebLogic RMIクラスを簡単な手順で記述できます。次に、その単純な例を示します。
リモートで呼び出せるすべてのクラスは、リモート・インタフェースを実装します。Javaコードのテキスト・エディタを使用し、以下のガイドラインに従ってリモート・インタフェースを記述します。
java.rmi.RemoteException
を宣言する必要はありません。アプリケーションがスローする例外は、アプリケーション固有の例外である可能性があり、RuntimeException
.WebLogic RMI subclasses java.rmi.RemoteException
を拡張する場合があります。したがって、すでにRMIクラスがある場合、例外処理を変更する必要はありません。 以下の例に、メソッド・シグネチャsayHello()
を持つリモート・インタフェースを示します。
JavaSoftのRMIでは、リモート・インタフェースを実装するすべてのクラスには、コンパイル済みのプロキシが存在しなければなりません。WebLogic RMIは、柔軟性の高い実行時のコード生成をサポートします。つまり、WebLogic RMIは、型さえ正しければ、そのほかはインタフェースを実装するクラスに依存しない動的プロキシと動的に生成されるバイトコードもサポートします。クラスが単一のリモート・インタフェースを実装する場合、コンパイラが生成したプロキシとバイトコードは、リモート・インタフェースと同じ名前になります。クラスが複数のリモート・インタフェースを実装する場合、コンパイルから生じたプロキシとバイトコードの名前は、コンパイラが使用する名前マングリングによって決まります。
Javaコードのテキスト・エディタを使用して、リモートで呼び出されるクラスを記述します。このクラスは、ステップ1で記述したリモート・インタフェースを実装する必要があります。これは、インタフェースに含まれるメソッド・シグネチャを実装することを意味します。現在のリリースでは、WebLogic RMIで行われるコード生成はこのクラス・ファイルに依存します。
Weblogic RMIでは、クラスはJavaSoft RMIで必須のUnicastRemoteObject
を拡張する必要はありません。(UnicastRemoteObject
を拡張することはできますが、必須ではありません。)これにより、アプリケーションに適用しやすいクラス階層を維持できます。
注意: WebLogic Serverでは、Weblogic RMIと標準のJDK RMIの両方を使用できます。WebLogic RMIを使用する場合は、rmicコンパイラとしてjava weblogic.rmic ... を使用する必要があり、RMI実装をjava.rmi.server.UnicastRemoteObject のサブクラスとして作成してはなりません。標準のJDK RMIを使用する場合は、rmicコンパイラとして%JAVA_HOME%\bin\rmic を使用し、RMI実装クラスをjava.rmi.server.UnicastRemoteObject のサブクラスとして作成する必要があります。 |
クラスは、複数のリモート・インタフェースを実装できます。また、クラスにはリモート・インタフェースにないメソッドも定義できますが、このようなメソッドはリモートで呼び出せません。
次の例では、複数のHelloImpls
を作成するクラスを実装し、それぞれをレジストリ内の一意な名前にバインドします。メソッドsayHello()
は、ユーザーに「Hello」とあいさつし、リモートで呼び出されたオブジェクトを識別します。
次に、リモート・オブジェクトのインスタンスを作成するmain()
メソッドを記述し、それを名前(オブジェクトの実装を指し示すURL)にバインドすることによってWebLogic RMIのレジストリに登録します。リモートでオブジェクトを使用するためにプロキシを取得しようとするクライアントは、オブジェクトを名前でルックアップできます。
次に、HelloImpl
クラス用のmain()
メソッドの例を示します。この例では、WebLogic ServerレジストリにHelloRemoteWorld
という名前でHelloImpl
オブジェクトを登録します。
WebLogic RMIでは、アプリケーションにセキュリティを統合するためにセキュリティ・マネージャを設定する必要はありません。セキュリティは、WebLogicのSSLとACLのサポートによって処理されます。必要な場合は独自のセキュリティ・マネージャを使うこともできますが、それをWebLogic Serverにインストールしないでください。
javac
または他のJavaコンパイラを使用して.java
ファイルをコンパイルし、リモート・インタフェースとそれを実装するクラス用の.class
ファイルを作成します。
リモート・クラスに対してWebLogic RMIコンパイラ(weblogic.rmic)
を実行し、動的プロキシとバイトコードを動的に生成します。プロキシは、リモート・オブジェクト用のクライアント側プロキシで、個々のWebLogic RMI呼出しを対応するサーバー側バイトコードに転送します。サーバー側バイトコードは、その呼出しを実際のリモート・オブジェクトの実装に転送します。weblogic.rmic
を実行するには、次のコマンド・パターンを使用します。
nameOfRemoteClass
は、リモート・インタフェースを実装するクラスの完全なパッケージ名です。上で使用した例では、このコマンドは次のようになります。
スタブまたはスケルトン・クラスを作成するときに生成されたソースを保持する場合は、weblogic.rmic
の実行時に-keepgenerated
フラグを設定します。使用可能なコマンド・ライン・オプションの一覧については、WebLogic RMIコンパイラのオプションを参照してください。
リモート・クラス、リモート・クラスが実装するインタフェース、およびそのプロキシとバイトコードをコンパイルしてWebLogic Serverにインストールしたら、Javaコードのテキスト・エディタを使用し、WebLogicクライアント・アプリケーションにコードを追加してリモート・クラスのメソッドを呼び出すことができます。
通常、リモート・オブジェクトへの参照を取得するには、コードを1行だけ記述します。これは、Naming.lookup()
メソッドで行います。次に、上の例で作成したオブジェクトを使用する短いWebLogicクライアント・アプリケーションの例を示します。
この例では、クライアントとしてJavaアプリケーションを使用しています。
次に、Hello
インタフェースの完全なコードを示します。
次に、このインタフェースを実装するHelloImpl
クラスの完全なコードを示します。
このページのスクリプトは、ナビゲーション目的のみのもので、内容を変更しません。
この章では、RMI over IIOP (RMI-IIOP)の概要と、このリリースと以前のWebLogic ServerリリースでのRMI-IIOPの相互運用性について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
RMI over IIOPは、IIOPプロトコルを介して動作するようにRMIを拡張したものです。この拡張には役に立つメリットが2つあります。まず、Java-to-Javaパラダイムでは、これによって、標準IIOP (Internet Inter-ORB Protocol)に対応したプログラムを作成できるようになります。一方、Java単独の環境以外で作業している場合には、この拡張によって、JavaプログラムからCORBA (Common Object Request Broker Architecture)クライアントとやり取りし、CORBAオブジェクトを実行できるようになります。CORBAクライアントは、C++などの様々な言語で記述でき、インタフェース定義言語(IDL : Interface-Definition-Language)を使用してリモート・オブジェクトと対話できます。
WebLogic Serverには、独自のORB実装が用意されています。このORBは、プログラムでORB.init()
が呼び出されたとき、またはJNDIで"java:comp/ORB"
がルックアップされたときにデフォルトでインスタンス化されます。Weblogic ServerがJava SE 1.4でCorbaをサポートするために準拠している仕様については、「付録A WebLogic ServerでのCORBAのサポート」を参照してください。
WebLogic ServerでのRMI-IIOP実装の機能は以下のとおりです。
RMI-IIOPアプリケーションをどのように開発するかは、どのようなサービスやクライアントを統合するかによって決まります。RMIおよびRMI-IIOPを使用する様々なクライアント・タイプに応じたアプリケーションの作成方法の詳細は、『Oracle WebLogic Serverスタンドアロン・クライアントのプログラミング』を参照してください。
以下の図はIIOPを使用するオブジェクトのRMIオブジェクトの関係を示します。
標準IIOPプロトコルを活用して、RMI-IIOPをJava/RMIクライアントで使用することができます。WebLogic Serverでは、新しい小規模クライアントjarに基づいた新しいJava EEアプリケーション・クライアント(シン・クライアント)など、Java-to-Java環境でRMI-IIOPを使用する複数の方法を用意しています。この新しいシン・クライアントを使用するには、クライアント側のCLASSPATHにwlclient.jar
(WL_HOME/server/lib
にあります)を追加する必要があります。RMI-IIOPクライアント・オプションの詳細は、『Oracle WebLogic Serverスタンドアロン・クライアントのプログラミング』を参照してください。
WebLogic ServerはWebLogic Tuxedo Connectorの実装も備えています。これは、Tuxedoサーバーとの相互運用を可能にする基底の技術です。WebLogic Tuxedo Connectorを使用すると、TuxedoをORBとして活用したり、WebLogic Server上で開発したアプリケーションと従来のTuxedoシステムを統合することができます。詳細は、『Oracle WebLogic Server WebLogic Tuxedo Connector管理ガイド』を参照してください。
開発者にとっては、CORBA/IDLクライアントからJava EEサービスにアクセスできることが必要です。しかし、JavaとCORBAは非常に異なるオブジェクト・モデルに基づいています。このため、この2つのプログラミング・パラダイムに基づいて作成されたオブジェクト間でのデータ共有は、最近までは、RemoteとCORBAのプリミティブ・データ型だけに限られていました。CORBAの構造体もJavaのオブジェクトも、異なるオブジェクト間で簡単にやり取りすることはできませんでした。この制限を解消するために、Object Management Group (OMG)によってhttp://www.omg.org/technology/documents/index.htm
Objects-by-Value仕様が策定されました。この仕様では、Javaオブジェクト・モデルをCORBA/IDLプログラミング・モデルにエクスポートでき、Java、CORBAの2つのモデル間での複合データ型の交換が可能になります。Objects-by-Value仕様が正しく実装されているCORBA ORBを使用すれば、WebLogic ServerでもObjects-by-Valueをサポートできます。
WebLogic Serverのこのリリースと以前のリリースの間の相互運用性は、以下のシナリオでサポートされています。
次の表に、2つのWebLogic Serverインスタンス間の相互運用性を実現するためにサポートされるオプションを示します。
表7-1 WebLogic Server間の相互運用性
サーバーの相互運用性 | WebLogic Server 8.1 | WebLogic Server 9.x | WebLogic Server 10.x |
---|---|---|---|
WebLogic Server 8.1 | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス |
WebLogic Server 9.x | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス |
WebLogic Server 10.x | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス |
Sun JDK ORBクライアント脚注 1 | RMI/IIOP脚注2 | RMI/IIOP脚注3 | RMI/IIOP脚注4 |
脚注 1 このオプションには、Weblogic ServerにホストされるアプリケーションからJDK ORBへの直接の呼出しが含まれます。
脚注 2 JDK 1.3.xまたは1.4.1。クラスタリングはありません。トランザクションの伝播はありません
脚注 3 JDK 5.0。クラスタリングはありません。トランザクションの伝播はありません
脚注 4 JDK 5.0。クラスタリングはありません。トランザクションの伝播はありません
次の表に、スタンドアロンJavaクライアント・アプリケーションとWebLogic Serverインスタンス間の相互運用性を実現するためにサポートされるオプションを示します。
表7-2 クライアント/サーバー間の相互運用性
クライアント/サーバー間の相互運用性 | WebLogic Server 8.1 | WebLogic Server 9.x | WebLogic Server 10.x |
---|---|---|---|
WebLogic Server 8.1 | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス |
WebLogic Server 9.x | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス |
WebLogic Server 10.x | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス | RMI/T3 RMI/IIOP HTTP Webサービス |
Sun JDK ORBクライアント脚注 1 | RMI/IIOP脚注2 | RMI/IIOP脚注3 | RMI/IIOP脚注4 |
脚注 1 このオプションには、クライアント・アプリケーションからJDK ORBへの直接の呼出しが含まれます。
脚注 2 JDK 1.3.xまたは1.4.1。クラスタリングはありません。トランザクションの伝播はありません
脚注 3 JDK 5.0。クラスタリングはありません。トランザクションの伝播はありません
脚注 4 JDK 5.0。クラスタリングはありません。トランザクションの伝播はありません
この章では、RMI over IIOP (RMI-IIOP)を使用して相互運用するようにWebLogic Serverを構成するために必要な概念と手順を説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
IIOPを容易に使用できるようにするには、構成ファイル(config.xml
)のリスニング・アドレス属性に常に有効なIPアドレスまたはDNS名を指定して、接続をリスニングできるようにしておきます。
リスニング・アドレスがデフォルト値のnull
である場合は、構成されたネットワーク・インタフェースのすべてをリスニングできます。ただし、この機能を使用できるのはT3プロトコルのみです。IIOPプロトコルで使用する複数のリスニング・アドレスを構成する必要がある場合は、ネットワーク・チャネル機能を使用します(『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の構成』のネットワーク・リソースの構成に関する項を参照してください)。
以下の節では、シン・クライアント用にIIOPネットワーク・チャネルのアドレスを実装する場合に、考慮すべき事項を説明します。
一般的な環境ではファイアウォール、プロキシ、または他のデバイスを使用することが多く、その場合アプリケーション・サーバーの真のIPアドレスは隠蔽されます。IIOPは、ホストおよびポートを各オブジェクトに含むオブジェクトごとのアドレッシング方式に依存しているため、サーバーの真のIPアドレスがマスクされると、外部クライアントとの接続を維持できなくなります。サーバーのIIOPネットワーク・チャネルのPublicAddressに仮想IPを設定し、クライアントがその仮想IPを識別するようにすると、このような状況を回避できます。
IIOPのクライアントは、アプリケーション・サーバーで使用されるアドレッシング情報をパブリッシュして接続を確立します。VPNの実行時でクライアントが複数の接続を持つ場合などには、クライアントからパブリッシュされたIPアドレスをサーバーで識別できないことがあります。次の2つのうちどちらかの方法によって、こうした状況を回避できます。
この場合、サーバーは受信した接続を使用してリクエストを送信するので、クライアントからパブリッシュされたIPアドレスを必要としません。
ここでclient_ipaddress
は、クライアントからパブリッシュされたアドレスを示します。
IIOPSシン・クライアント・プロキシを使用すると、WebLogicシン・クライアントは発信リクエストをサーバーにプロキシできます。その場合、各ユーザーはすべての発信リクエストをプロキシ経由でルーティングします。ユーザーのプロキシはそのリクエストをWebLogic Serverに転送します。ネットワーク・チャネルの実装が適当でない場合は、この方法を使用してください。プロキシを有効にするには、以下のプロパティを設定します。
説明:
以下のようなセキュリティの影響を考慮してください。
CONNECT
属性を有効にできない場合もあります。そのような環境ではHTTPSトンネリングを使用してください。詳細は、『Oracle WebLogic Serverサーバー環境の構成』のHTTPトンネリングのためのWebLogic Serverの設定に関する項を参照してください。 SSLをサポートするJavaクライアントは、シン・クライアントとWLS-IIOPクライアントです。これらのクライアントでは、ssl
URLを指定するだけでSSLを使用できます。
WebLogic Serverには、CORBAクライアントからRMIリモート・オブジェクトにアクセスできるようにするサービスが用意されています。また、それ以外の方法として、WebLogic ServerにCORBA ORB (Object Request Broker)をホストし、発着信メッセージをそのORBに委任することで、サーバー内でバインド可能なあらゆるオブジェクトをCORBAクライアントから間接的に呼び出せるようにすることもできます。
WebLogic ServerをホストとするオブジェクトにCORBA呼出しを委任するには、いくつかのオブジェクトが連携してそれを実行する必要があります。それらのオブジェクトを作成する主な手順を以下に示します。
以下の図 に、サーバーに接続してEJB上で動作する実装クラスに、EJBの呼出しを委任するCORBAクライアントを示します。同様のアーキテクチャを使用すると、これとは逆の状況でも機能します。起動クラスを使用すると、ORBを起動し、対象となるCORBA実装オブジェクトへの参照を取得できます。このクラスは、JNDIツリー内の別のWebLogicオブジェクトで使用できるようにして、CORBAオブジェクトへの適切な呼出しを委任することも可能です。
以下のサンプル・コードでは、サーバーへの接続、JNDIツリー内のFoo
オブジェクトのルックアップ、およびbar
メソッドの呼出しを行う実装クラスを作成しています。このオブジェクトはまた、以下の処理によってCORBA環境の初期化を行う起動クラスでもあります。
Common Secure Interoperability仕様バージョン2(CSIv2)は、相互運用可能な認証、委任および権限のためのCommon Object Request Broker Architecture (CORBA)セキュリティの要件に応えるOpen Management Group (OMG)仕様です。『Oracle WebLogic Serverのセキュリティの理解』のCommon Secure Interoperability Version 2(CSIv2)に関する項を参照してください。
次の手順に従って、CSIv2を使用してリモート・ドメインからの着信呼出しを認証します。
注意: この機能は、ハードウェア・ロード・バランサを使用してブート・ストラップを行っている場合にのみ正常に動作します。 |
WebLogic ServerのOracle ORBを拡張すると、ブート・ストラップ時の再接続の強制によるハードウェア・ロード・バランシングをサポートできます。これにより、ハードウェア・ロード・バランサによる接続試行のバランシングが可能になります。
ほとんどの場合、いったん接続が確立されると、元の接続を使用して次のNameServiceルックアップが実行されます。しかし、この機能はハードウェア・ロード・バランサにエンド・ポイントの再ネゴシエーションを強制するため、既存の接続で処理中のリクエストはすべて破棄されます。
-Dweblogic.system.iiop.reconnectOnBootstrap
システム・プロパティを使用すると、Oracle ORBの接続動作を設定できます。有効な値は以下のとおりです。
ハードウェア・ロード・バランサを必要とする環境では、このプロパティをtrueに設定する必要があります。
以下の各節では、WebLogic RMI-IIOPに関する様々な問題点の概要を説明します。
WebLogic Serverと一緒に使用するJDKは、バージョン1.3.1_01またはそれ以降でなければなりません。それ以前のバージョンはRMI-IIOPに準拠していません。これら旧バージョンのJDKには以下の問題点があることに注意してください。
これらの多くは、両方でサポートすることが不可能なものです。選択肢がいくつかある場合には、WebLogicでは仕様に準拠する方をサポートしています。
RMI-IIOPを使用する予定であれば、RMIクライアント・モデルを用いてJavaクライアントを開発することを強くお薦めします。Java IDLクライアントを開発する場合には、名前の競合やクラス・パスの問題が発生するおそれがあり、サーバー側とクライアント側のクラスを分離しておく必要があります。RMIオブジェクトとIDLクライアントのタイプ・システムはそれぞれ異なるので、サーバー側のインタフェースを定義するクラスは、クライアント側のインタフェースを定義するクラスとは非常に異なるものになります。
オブジェクトを値で渡すには、値タイプを使用する必要があります(http://www.omg.org/cgi-bin/doc?formal/01-02-33
を参照)、値タイプは、それが定義または参照されるプラットフォームごとに実装します。この節では、WebLogic Server上のエンティティBeanにアクセスするC++クライアントのケースを具体的に取り上げながら、複合的な値タイプを渡す際の問題点について説明します。
Javaプログラマが直面する問題の1つは、常に可視とは限らない派生データ型の使用に関することです。たとえば、EJBファインダにアクセスする際に、JavaプログラマはCollectionやEnumerationを目にすることになりますが、その基底の実装には注意を払いません。これは、JDKランタイムがネットワークを通じてこれらのクラスをロードするためです。しかし、C++やCORBAのプログラマであれば、ネットワークを通じて送られてくるデータ型を把握している必要があります。そうすれば、それに応じた値タイプ・ファクトリを登録でき、またORBでそのデータ型をアンマーシャリングできるようになります。
これらの定義はインタフェースに現れないため、定義されたEJBインタフェースでejbc
を実行するのみでは生成されません。このため、ejbc
には、リモート・インタフェース以外のJavaクラスも指定できるようになっています(これは特に、そうしたインタフェースのIDLの生成を目的としています)。なお、値タイプ・ファクトリを登録する方法については、/iiop/ejb/entity/cppclient
サンプルを参照してください。
シリアライズ可能でありながらwriteObject()
を定義するJava型は、IDLで記述されるカスタム値タイプにマップされます。値タイプを手動でアンマーシャリングするC++コードを書く必要があります。
注意: Tuxedoを使用する場合には、IDLコンパイラに-i 修飾子を指定することで、FileName_i.h およびFileName_i.cpp という実装ファイルを作成できます。たとえば、次の構文の場合、TradeResult_i.h およびTradeResult_i.cpp という実装ファイルが作成されます。 idl -IidlSources -i idlSources\examples\iiop\ejb\iiop\TradeResult.idl |
結果として生成されるソース・ファイルには、値タイプに対するアプリケーション定義の操作が実装されています。実装ファイルは、CORBAクライアント・アプリケーションに組み込まれます。
最近まで、CORBAクライアントからのクライアントIDの伝播に関する標準が十分ではありませんでした。外部ORBのクライアントIDに関して問題がある場合は、以下のいずれかの方法を実装する必要があります。
<anonymous>
になります。以下の例に示すように、config.xml
ファイルにユーザー名とパスワードを設定することで、IIOPを通じてWebLogic Serverの個々のインスタンスに接続するすべてのクライアント用に単一のIDをセット・アップできます。 config.xml
にはIIOPEnabled
属性を設定することもできます。この属性のデフォルト値は"true"
ですが、IIOPのサポートを無効にする場合のみ、"false"
に設定します。すべてのリモート・オブジェクトがJNDIツリーにバインドされてクライアントからアクセスできるようにしているのであれば、RMI over IIOPを使用するために追加のサーバーを構成する必要はありません。RMIオブジェクトは通常、起動クラスによってJNDIツリーにバインドされます。EJBホームは、デプロイメント時にJNDIツリーにバインドされます。WebLogic Serverは、JNDIツリーのルックアップ呼出しをすべて委任することにより、CosNaming Service
を実装します。 corbaname
およびcorbaloc
の各RMI-IIOP JNDI参照をサポートしています。http://www.omg.org/cgi-bin/doc?formal/01-02-33
を参照してください。これらの参照の特徴の1つは、あるWebLogic ServerをホストとするEJBなどのオブジェクトをIIOPを介して他のアプリケーション・サーバーから利用可能にできるということです。そのため、たとえばejb-jar.xml
に以下の内容を追加することもできます。 reference-descriptionスタンザは、ejb-jar.xml
に定義されているリソース参照をWebLogic Server内に用意されている実際のリソースのJNDI名にマップするものです。ejb-ref-name
ではリソース参照名を指定します。これは、EJBプロバイダによってejb-jar.xml
デプロイメント記述子ファイル内に記載される参照です。jndi-name
では、WebLogic Serverに用意されている実際のリソース・ファクトリのJNDI名を指定します。
注意: iiop:1.2 は、<jndi-name> セクションに含まれています。このリリースには、GIOP (General-Inter-Orb-Protocol) 1.2の実装が用意されています。GIOPは、相互運用するORB間で交換されるメッセージのフォーマットを規定するものです。これによって、他の多数のORBやアプリケーション・サーバーとの相互運用が可能になります。GIOPのバージョンは、corbaname またはcorbaloc 参照内のバージョン番号で指定できます。 |
これらの方法は、RMIクライアントでWLInitialContextFactory
を使用する場合には必要ありません。また、WebLogic C++クライアントを使用することによって回避することもできます。
この章では、RMIおよびRMI over IIOPを使用してプログラミングを行う際の推奨設計パターンについて説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
Oracleでは、RMIユーザーはjava.rmi
を使用することをお薦めします。http://download.oracle.com/javase/6/docs/api/java/rmi/package-summary.html
を参照してください。Weblogic APIにはweblogic.rmi APIが含まれていますが、これは非推奨となっており、互換性APIとしてのみ提供されています。互換性APIとして提供されているその他のWebLogic APIは以下のとおりです。
コードの移植性を保持するために、ホーム・インタフェースをキャストするときには常にPortableRemoteObject
を使用してください。例:
ベスト・プラクティスは、ワーク・エリアを使用する方法です。
WLS RMIでは、スタブにおいてセキュリティ・コンテキストは引き継がれません。スタブを確立するスレッドは、そのスレッド・コンテキスト内に適切なサブジェクトを持ちます。その後スタブが別のスレッドで使用されたり、現在のスレッド・コンテキストが何らかの処理により変更された後にスタブが使用された場合、以降のスタブを使用した呼出しは「SecurityException」
によって失敗する可能性があります。スレッドのコンテキストを変更する可能性のある処理としては、新たなイニシャル・コンテキストの確立やWLSTのプログラム的な実行などが挙げられます。JMS、JTA、またはMDBを複数ドメイン構成で使用している場合にスレッド・コンテキストを変更すると、クロス・ドメイン・セキュリティに関する問題が頻繁に発生します。
RMIスタブが別のスレッドで使用される予定である場合は、アプリケーションでJSR-237ワーク・マネージャを使用して、スレッド・コンテキストが新しいスレッドに伝播されるよう、スタブが作成されるスレッドのコンテキスト内で新しいスレッドをスケジューリングできます。これが不可能である場合、または元のスレッドのコンテキストが何らかの形で変更された場合、アプリケーションはJAASでスタブを呼び出すためのコンテキストを再確立します。以下のパブリックAPIを使用すると、セキュリティ・コンテキストを再確立できます。
weblogic.security.Security.getCurrentSubject()
- スレッドの現在のオブジェクトを取得します。 weblogic.security.Security.runAs()
- サブジェクトを再開します。 非同期呼出しの動作が適しているものの、まだ実装していないレガシー・システムにとって、この機能は回避策となります。可能な場合は、以下のような適切な技術をレガシー・システムに実装することをお薦めします。
レガシー・システムのためにRMIタイムアウトを使用する必要がある場合、以下のガイドラインを参照してください。
RequestTimeOutException
は常に呼出し側に伝播されます。 この章では、このリリースのWebLogic Serverが準拠しているCORBAサポート用の公式仕様を示します。
一般的に、このリリースのWebLogic ServerはJava EE 1.4によって要求されるOMG仕様に準拠しています。このリリースでは、WebLogic ORBは以下の仕様に準拠しています。
http://www.omg.org/cgi-bin/doc?formal/01-12-01
のformal/01-12-01 http://www.omg.org/cgi-bin/doc?formal/99-10-07
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